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・ 本件リソースは、国立遺伝学研究所 分子細胞工学研究部門の鐘巻将人教授が開発した AIDシステムを使用

して作製されたリソースである。 

 

・ AIDシステムは以下の特許権を持つ。 

特許第 5250811号 

発明の名称：「タンパク質分解誘導性細胞、その製造方法、および、タンパク質分解の制御方法」 

  発明者：鐘巻将人  特許権者：国立大学法人大阪大学 
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特許権者：国立大学法人大阪大学／大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構 
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発明者：鐘巻将人  

特許権者：国立大学法人大阪大学／大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構 
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発明者：鐘巻将人  

特許権者：大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構 

 

・ 本件リソースの提供は、AIDシステムの特許権等に関する権利を利用者に許諾するものではない。 

 

・ 本件リソースを非営利の internal research の目的以外に利用する場合、AIDシステムの使用許諾について、

国立大学法人 大阪大学、大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構と別途協議が必要な場合がある。

営利目的の利用については、事前に問合せをするものとする。（問合せ先：国立遺伝学研究所 知的財産室 
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